
問

今
年
に
入
り
、
大
山

公
園
は
県
で
第
６
号
の
眺

望
景
観
指
定
を
受
け
、
ま

た
平
成

年
か
ら
公
園
再

19

生
に
取
り
組
ん
で
き
た
大

山
公
園
再
生
協
議
会
が
環

境
省
か
ら
地
域
環
境
美
化

功
績
者
表
彰
を
受
け
た
。

昭
和

年
に
旧
大
山
町

38

が
鶴
岡
市
に
合
併
し
、
桜

の
名
所
は
賑
わ
い
を
見
せ

て
き
た
が
、
次
第
に
樹
木

の
手
入
れ
が
追
い
付
か
ず

荒
廃
し
て
き
た
。

地
域
住
民
が
公
園
再
生

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
市

と
一
緒
に
な
り
再
生
整
備

を
行
い
現
在
に
至
っ
て
い

る
が
、
関
係
者
の
方
々
は

「
や
っ
と
い
ま
形
が
見
え

始
め
、
再
生
に
向
け
た
歩

み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
」

と
言
っ
て
い
る
。

歴
史
的
経
過
も
踏
ま

え
、
今
後
の
公
園
整
備
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

建
設
部
長

大
山
公
園
再

生
協
議
会
が
発
足
し
、
協

議
会
と
市
が
役
割
分
担
し

再
生
に
向
け
支
障
木
の
伐

採
や
桜
の
手
入
れ
、樹
木
、

施
設
の
整
備
等
を
実
施
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
識
者
が
策
定

し
た
大
山
公
園
再
生
ビ
ジ

ョ
ン
の
中
に
、
整
備
に
つ

い
て
園
内
の
樹
種
や
管
理

方
法
、
手
入
れ
な
ど
詳
細

な
記
載
は
あ
る
が
、
将
来

を
見
通
し
た
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
眺
望
景
観
を
維

持
す
る
た
め
の
支
障
木
伐

採
や
剪
定
、
安
全
防
護
柵

を
兼
ね
た
ツ
ツ
ジ
の
植
栽

な
ど
、
公
園
が
一
層
住
民

よ
り
愛
着
の
持
て
る
よ

う
、
地
元
自
治
会
、
公
園

再
生
協
議
会
、
市
が
協
議

を
行
い
今
後
策
定
に
取
り

組
み
た
い
。

問

公
園
内
の
民
有
地
に

つ
い
て
、
現
在
も
土
地
の

所
有
権
は
２
つ
の
神
社
を

は
じ
め
、
多
数
の
個
人
の

方
が
い
る
と
聞
く
。

こ
れ
ま
で
再
生
協
議
会

で
、
木
の
伐
採
を
す
る
に

あ
た
り
、
所
有
者
に
事
業

へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る

中
で
、
そ
の
方
か
ら
「
場

所
を
知
ら
な
か
っ
た
」
、

「
こ
の
際
、
市
で
持
っ
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
の
声

が
あ
る
と
聞
く
。

市
が
管
理
し
て
き
た
公

園
内
の
個
人
所
有
の
土
地

に
つ
い
て
、
本
人
の
希
望

に
よ
り
市
へ
の
寄
付
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

れ
を
受
け
、
所
有
権
移
転

を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

様
々
な
事
情
で
所
有
権

移
転
で
き
な
い
場
合
の
固

定
資
産
税
の
減
免
の
考
え

は
。

建
設
部
長

現
在
の
大
山

公
園
敷
地
に
つ
い
て
は
、

２
つ
の
神
社
の
所
有
地
が

５
万
７
２
７
９
㎡
（
全
体

の

％
）
、
個
人
所
有
地

89

（
８
名
）
３
９
７
２
㎡
（
６

％
）
、
市
所
有
地
３
０
６

３
㎡
（
５
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

公
園
敷
地
は
、
基
本
的

に
市
の
所
有
地
と
し
て
管

理
す
べ
き
と
考
え
る
。

個
人
所
有
の
土
地
に
つ

い
て
、
市
へ
の
寄
付
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則

的
に
は
市
の
所
有
に
よ
り

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
好

ま
し
い
と
考
え
る
。

申
し
出
を
い
た
だ
い
た

時
点
で
、土
地
利
用
状
況
、

相
続
関
係
、
隣
接
の
同
意

等
、
個
別
に
協
議
し
判
断

し
て
ゆ
き
た
い
。

公
園
敷
地
内
の
個
人
所

有
の
土
地
固
定
資
産
税

は
、
市
と
の
使
用
貸
借
や

賃
貸
借
契
約
が
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
現
時
点
で

は
課
税
減
免
に
な
っ
て
い

な
い
。

今
後
担
当
部
局
と
調
整

を
図
り
減
免
措
置
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
大
山
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

病
床
削
減
計
画
と
の

た
た
か
い需

要
か
ら
算
出
さ
れ
て
い
る
」
が
「
計

算
式
は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。
▽
先
日
、

病
院
関
係
者
の
会
合
で
こ
れ
を
報
告
し

た
と
こ
ろ
、
あ
る
看
護
師
さ
ん
が
「
病

院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
で
自
宅

に
帰
れ
ず
施
設
に
も
入
れ
な
い
人
が
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
」と
感
想
を
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

医
療
も
介
護
も
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
現
実
か
ら
、
計
画
を
質
し
て

い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
「
急
性
期
病
床
を
削
減
す
る
等
、
病

床
を
機
能
別
に
再
編
す
れ
ば
、
２
０
１

３
年
の
１
３
４
万
７
千
床
か
ら
２
０
２

５
年
ま
で
最
大

万
床
削
減
で
き
る
」

20

と
す
る
厚
生
労
働
省
の
「
推
計
」
に
基

づ
く
「
地
域
医
療
構
想
」
の
検
討
が
、

全
国
の
都
道
府
県
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
山
形
県
で
は
、
「
１
万
１
７
９
２

床
か
ら
２
５
２
４
床
削
減
」
と
示
さ
れ

た
「
推
計
」
を
元
に
検
討
が
開
始
さ
れ
、

来
年
４
，
５
月
頃
に
素
案
が
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。
▽
厚
労
省
の
「
推
計
」

に
つ
い
て
県
で
は
、
「
客
観
的
な
医
療

大
山
公
園
の
今
後
の
整
備
は

公
園
内
民
有
地
の
固
定
資
産
税
減
免
は

く
出
さ
れ
た
。

自
治
会
理
事
会
で
も
、

事
務
局
負
担
増
、
指
定
管

理
後
の
管
理
費
削
減
の
懸

念
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
、

市
が
求
め
る
移
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
は
よ
ら
ず
、
時

間
を
か
け
納
得
行
く
協
議

を
し
て
ゆ
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

公
園
維
持
管
理
の
指
定
管
理
移
行
に
懸
念

問

都
市
計
画
課
よ
り
公

園
の
維
持
管
理
作
業
に
つ

い
て
、
大
山
自
治
会
又
は

大
山
公
園
再
生
協
議
会
に

指
定
管
理
移
行
し
た
い
旨

の
話
が
あ
っ
た
。

地
元
か
ら
は
、
市
担
当

者
が
や
っ
て
き
た
事
務
や

実
務
の
引
き
継
ぎ
に
要
す

る
事
務
負
担
の
増
大
へ
の

懸
念
、
再
生
途
中
の
公
園

整
備
へ
の
要
望
な
ど
が
多



雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月11日入札保留分

・市公共下水道事業 雨水茅原第1幹線新設工事（宝田三丁目地内）
有賀建設(株) 188,000,000円（223,016,000円）工期～28/3/31（落札率84.3％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月18日入札分

・井岡地内径150・50粍配水管移設工事（井岡地内）
(有)ウォーターシステム 2,150,000円（2,296,000円）工期～10/30（落札率93.6％）
・日枝地内径100粍配水管移設工事（日枝地内）
東洋空調工業(株) 4,000,000円（4,215,000円）工期～28/3/11（落札率94.9％）

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
9月17日入札分

・羽黒山山頂公衆トイレ改修工事
(株)アクアプラス 3,500,000円（3,750,000円）工期～11/16（落札率93.3％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月17日入札分

・平成27年度鶴岡市本庁舎消雪設備改修工事
森建設工業(株) 11,700,000円（13,400,000円）工期～12/15（落札率87.3％）
・市営東部住宅１、２号棟屋根改善工事（朝暘町22番地）
(有)加藤塗装店 9,800,000円（10,330,000円）工期～11/30（落札率94.9％）
・市営美原住宅５、６、10号棟屋根・軒先改修工事（美原町17番地）
(株)野口 14,400,000円（15,018,000円）工期～11/30（落札率95.9％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月17日入札分

・本町二丁目神明町線道路改良工事（本町二丁目地内）
(株)岡部建設 2,100,000円（2,149,000円）工期～12/15（落札率97.7％）
・市道中野橋線中野橋橋梁拡幅工事（東目地内）
(株)五十嵐建業 7,850,000円（8,165,000円）工期～28/3/11（落札率96.1％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月17日入札分

・市道大西線道路改良工事（砂川地内）
(株)金丸建設 5,150,000円（5,360,000円）工期～28/3/25（落札率96.1％）

鶴
岡
市
内
の

団
体
で

18

構
成
す
る
「
戦
争
ノ
ー

戦
争
法
案
に
反
対
す
る
市

民
集
会
実
行
委
員
会
」
は
、

参
議
院
で
の
採
決
強
行
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
た

日
17

昼
休
み
（
集
会
終
了
後
の

午
後
４
時

分
ご
ろ
委
員

30

会
で
強
行
採
決
）
、
緊
急

の
抗
議
集
会
を
鶴
岡
市
役

所
前
で
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
約
１
２
０
人

が
参
加
。

団
体
代
表
・
参
加
者
が

抗
議
の
ス
ピ
ー
チ
・
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
か
ら
佐
藤
誠
一
委

員
長
、
長
谷
川
剛
副
委
員

長
、
加
藤
太
一
、
菅
井
巌

市
議
、
田
中
晃
三
川
町
議

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

関
係
者
か
ら
は
、
指
定

管
理
に
よ
っ
て
市
の
関
与

が
希
薄
に
な
る
こ
と
へ
の

懸
念
、
こ
れ
ま
で
公
園
の

維
持
管
理
に
関
わ
っ
て
き

た
担
当
職
員
の
専
門
的
知

識
と
技
能
の
蓄
積
が
失
わ

れ
る
と
い
う
問
題
と
、
そ

れ
に
代
わ
る
人
材
を
指
定

管
理
先
が
確
保
で
き
る
か

と
い
う
声
が
あ
る
。

行
革
に
よ
る
「
経
費
削

減
」
を
図
る
た
め
に
、
来

年
度
に
向
け
て
指
定
管
理

を
す
す
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
提
示
し
て
い
る
が
、

一
定
の
時
間
を
か
け
、
地

元
住
民
、
関
係
者
が
納
得

ゆ
く
協
議
を
進
め
て
ゆ
く

こ
と
が
必
要
だ
。

建
設
部
長

公
園
再
生
協

議
会
設
立
以
降
、
市
と
協

議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
後
も
地
元
と
協
議
し

な
が
ら
公
園
管
理
を
進
め

て
ゆ
く
が
、
一
定
規
模
以

上
の
改
修
整
備
や
大
規
模

修
繕
は
市
が
行
い
、
通
常

の
維
持
管
理
を
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
管
理
し
て

頂
く
こ
と
を
話
し
た
。

指
定
管
理
制
度
に
向
け

て
は

年
度
を
め
ど
に
地

28

元
自
治
会
、
公
園
再
生
協

議
会
と
協
議
を
進
め
て
い

る
が
、
よ
り
よ
い
公
園
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
、
移

行
時
期
、
管
理
内
容
に
つ

い
て
も
地
元
と
十
分
協
議

を
行
い
、
円
滑
な
移
行
と

な
る
よ
う
に
調
整
し
て
い

き
た
い
。

「
戦
争
法
案
」
採
決
強
行
に
抗
議

日
昼
、
市
民

人
が
市
役
所
前
で
緊
急
集
会

17

120

市
議
会
９
月
４
日
の
一

般
質
問
で
、
佐
藤
峯
男
議

員
（
無
所
属
）
が
教
育
長

に
対
し
て
「
あ
ん
た
は
冷

た
い
」
「
教
師
と
し
て
失

格
」
な
ど
と
発
言
。
地
方

自
治
法
・
議
会
会
議
規
則

に
規
定
す
る
「
無
礼
の
言

葉
」
を
発
言
し
た
と
す
る

問
題
で

日
、
懲
罰
特
別

17

委
員
会
（
佐
藤
文
一
委
員

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
佐
藤
峯

男
議
員
の
弁
明
の
後
、
協

議
を
行
い
懲
罰
に
値
す
る

と
決
定
。

懲
罰
に
つ
い

て
は
戒
告
と
陳

謝
に
意
見
が
分

か

れ

ま

し
た

が
、
賛
成
多
数

で
陳
謝
に
決
ま

り
ま
し
た
。

日
の
議
会

18
運
営
委
員
会
で

日
の
本
会
議

25冒
頭
に
陳
謝
す

る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

争
法
案
を
廃
案
に
す
る
た

め
に
連
帯
し
て
頑
張
ろ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

両
総
会
と
も
、
国
会
情

勢
を
受
け
た
戦
争
法
案
の

廃
案
を
掲
げ
、
連
続
す
る

社
会
保
障
改
悪
に
反
対

し
、
医
療
労
働
者
の
暮
ら

し
と
健
康
を
守
る
活
動
方

針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

た
関
県
議
は
、
県
議
選
で

公
約
し
た
看
護
師
養
成
対

策
な
ど
を
議
会
で
取
り
上

げ
て
き
た
こ
と
を
紹
介

し
、
「
い
ま
戦
争
法
案
を

め
ぐ
っ
て
多
く
の
国
民
、

特
に
若
者
や
女
性
が
自
発

的
に
行
動
に
参
加
し
、
声

を
あ
げ
始
め
て
い
る
こ
と

は
、
大
き
な
希
望
だ
。
戦

回
定
期
総
会
が
そ
れ
ぞ
れ

日
に
開
か
れ
、
関
徹
県

18議
と
菅
井
巌
市
議
が
出
席

し
ま
し
た
。

両
総
会
で
挨
拶
に
立
っ

荘
内
病
院
職
員
労
働
組

合
（
難
波
隆
執
行
委
員
長
）

の
２
０
１
５
年
度
定
期
大

会
と
、
庄
内
医
療
生
協
労

働
組
合
（
海
藤
敏
執
行
委

員
長
）
の
第
43


